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賑わいの核

ポテンシャルが高いのにあまり
整備されていない地域

重要な交通結節点

ランドマーク的要素

凡例

ランドマークとなりうる
場所・要素

快適な歩行者空間または広場

イメージの骨格

２大軸線

その他の主要な骨格動線

緑地

■イメージ骨格の形成
１．阪大坂～全学教育推進機構前～銀杏通り～基礎工通り～柴原口（図中赤矢印　　　）は一
　　筆書き状の主要な歩行者動線であり，強いイメージ骨格をなしうることが解る．
２．一方，正門～グランドまでの銀杏通り，および全学教育推進機構の中山池～乳母谷池まで
　　の通りは従前からのキャンパスの２大軸線（図中青点線矢印　　　　）であり上記の主要
　　な歩行者動線と多くが重なる．
３．現況の最も強いランドマークである大阪大学会館（図中赤●印）は，従来は賑わいの空間
　　から遊離しており，キャンパスのシンボルとしての力が弱かったが，80周年記念整備事業
　　の完成により、賑わい空間との相乗効果と強いシンボル性を獲得した．
４．シンボル要素としてはこの他，阪大坂の玄関口に位置する総合学術博物館，および，
　　キャンパス内で最も賑わいのある総合図書館・サイバーメディアセンター前，及び基礎工
　　前が，副次的なシンボル空間となる（図中○印）．
５．これらに継ぐ骨格要素として，豊中福利会館と大阪大学会館，および基礎工前を結ぶ街路
　　（学生会館通り、文系通り）が揚げられる（図中赤点線矢印　　　　）．

■イメージ骨格形成の方針
１．2章で抽出した伸ばすべき資源のうち，特に「快適な歩行者空間」「緑地」に注目する．
２．これに別項で検討した「交通動線骨格」を加味する．
３．ランドマーク（大阪大学会館），および賑わいの核との整合を検証する．

■ 豊中キャンパス全体のイメージ

１．多様な学生生活が感じられるキャンパス

２．大阪大学の歴史を感じさせるキャンパス

３．みどり豊かなキャンパス

文系通り

豊中福利会館

学
生
会
館
通
り

中山池

基礎工学本館

大阪大学会館

乳母谷池

総合図書館

グランド

正門

全学教育推進機構

柴原口

基礎工通り

銀
杏
通
り

学生交流棟

サイバーメディア
センター

共通教育メインストリート

柴
原
通
り

総合学術博物館

阪大坂

航空写真

ページ繰上げ、微修正
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４．　ゾーンおよび骨格・核の形成
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その他の，または，今後の重要な検討項目

１．阪大坂下
・新しい阪大の顔となる整備を行う．
・歩行者アプローチとして魅力的なものにする．
・総合学術博物館と駐輪場と一体的な計画を行う．

１．空間の骨格イメージを元に良いとこ
　　ろを伸ばす計画とする．
２．交通ネットワークの検討を反映する．
３．現在の駐車台数をできるだけ減らさ
　　ない
４．柴原からの歩行者動線を整備する．
５．保全緑地、保全空地を定義する．
６．将来計画建物が、主要な歩行者動線
　　に悪影響を与えないように配慮する．

＊豊中キャンパスは、外部空間再編の余地
　が比較的限定されていることから、道路、
　歩道、広場、保全緑地等の配置計画を、
  より具体的かつ詳細に行う（凡例参照）。

Ａ．待兼谷広場整備
・博物館との一体的計画を行う必要がある．
・待兼山ゾーンの核となる広場として，里山を保全
　しながら整備してゆく．
・阪大坂にかわる新たな主歩行者動線として，旧医
　短門から石橋口へ至る経路の一体整備を検討する．
・上記のネックは，尾根高さが石橋門より６ｍ高い
　ことである．待兼谷と石橋口間の尾根開削や，ト
　ンネル掘削も案としては考えられる．

Ｂ．各所のキャンパス出入口（図中▲）
・東口は、バリアフリー化の整備が完了し、かつ、
　国際交流会館からテニスコートを介し、グランド
　に緊急車両が進入できるように整備された.
・北口，刀根山口，極限量子化学センター裏側の緊
　急用，その他用出入口の役割を明確にする．

Ｃ．バスロータリーと駐輪場の整備
・現在、総合図書館前で転回しているバスのロータ
　リーを、歩行者と交錯が少なく位置に整備する必
　要がある。
・全体に駐輪場が不足しており、集約化も含めて検
　討する必要がある。

２．阪大坂
・歩行者アプローチとして魅力的なものにする．
・中山池から大阪大学会館方向への眺望を生かす．
・待兼山尾根とのつながりを生かす．

３．石橋口
・主たる歩行者の入口としてふさわしい整備をする．
・現況の豊かな緑を残しながら，より人が集い，
　くつろげる空間に変えてゆく．
・維持管理に費用がかからない形態を目指す．

４．大阪大学会館周辺
・学生交流棟とセットでシンボル空間となっている．
・総合図書館方向，中山池方向への見通しの良い空間
  にする．

５．全学教育推進機構前ゾーン（コミュニティゾーン）
・中山池～乳母谷池の軸線を重視し，見通しよい
　街路として整備する．
・言語文化研究科北側～浪高庭園は，豊かな緑を活
　かしながら，くつろぎやすい空間の広がりと見通
　しの良さを持った広場として整備してゆく．

６．総合図書館・サイバーメディアセンター周辺
・歩行者専用化し，大阪大学会館前と対をなすシン
　ボル的空間として整備する．
・乳母谷池親水空間と一体整備して池の景観を生か
　し，中山池からの軸線も生かした整備を行う．

７．基礎工前
・バスロータリーを整備（ほかの場所も検討する）
　し，交通結節の核として整備する．
・浪高庭園，総合図書館前，柴原口，福利ゾーンの
　各方面へ，それぞれへの快適な歩行者アクセスを
　実現する．

８．科学教育機器リノベーションセンターA棟周辺
・主要な歩行者経路として快適な街路を形成．
・現科学教育機器リノベーションセンターA棟北側～
　柴原口は歩行者専用化する．
・可能な限り緑地，広場化をはかる．
・将来計画建物が歩行者街路・広場に悪影響を及ぼ
　さないようにする．

９．柴原口
・古い建物の建て替え等に伴い、周辺の空間全体の
　再構成を検討する。

１０．福利ゾーン
・可能な限り歩行者街路としての快適性を高めるが，
　重要な車動線にもあたるので歩車分離を徹底する．

１１．全学教育機構裏側の道路整備
・交通動線の整理上，非常に重要である．
・石垣，地山を切り崩す必要があり，やや大がかり
  な工事になる．

計画条件

A.待兼谷

主な道路（車道）

歩行者専用街路・歩道

計画広場・保全空地

主要な並木

凡例

１．将来計画建物が，歩行者動線や景観，
　　広場に悪影響を与えない為のボリューム
　　の考え方を示す．（日影，Ｄ／Ｈ）
２．歩車道の考え方を街路特性に応じて示す．
３．植栽の，街路との関係性や方針を示す．
４．中庭（将来新規・改修）の方針を示す．
５．建物入口と街路の関係性や方針を示す．

デザインガイドライン

保全緑地

緊急時車両入構口

建物計画を考えうる場所

理学研究科

浪高庭園

基礎工学研究科

全学教育推進機構

総合図書館
サイバー
メディア
センター

国際交流会館

言語文化
研究科

豊中福利会館

学生交流棟

大阪大学会館

待兼山

文･法･経済学
研究科

大高の森

待兼池

中山池

乳母谷池

グランド

府道大阪中央環状線

中国自動車道

モノレール
柴原口駅

正門 柴原口

刀根山寮
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東門 茨木市
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西門

千里門

吹田市
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茨
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医学部附属病院

生命科学図書館

医学系研究科

生命機能研究科

人間科学研究科

大阪大学本部棟

体育館

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ
情報科学研究科

薬学研究科
医学系研究科
（保健学科）

歯学研究科

歯学部附属病院

ﾚｰｻﾞｰｴﾈﾙｷﾞｰ学
研究ｾﾝﾀｰ

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

工学研究科

理工学図書館

微生物病研究所

蛋白質研究所

産業科学研究所

超高圧電子顕微鏡ｾﾝﾀｰ

社会経済研究所

接合科学研究所

核物理研究ｾﾝﾀｰ

キャンパスの東の顔

運動系・クラブ活動の賑わいの核

キャンパス南東部の賑わいの核

・正門からのアプローチ
・通りに面したオープンスペースと
　生命科学図書館の組み合わせ

シンボル・ゾーン

キャンパスの賑わいの核
・医学部系と工学部系の結節点
・現状は動線が通っていない

キャンパスの西の顔

里山の散策路

工学部系の賑わいの核

・工学部へのアプローチ
・工学部のゲートとしてのイメージ

・メインストリートから歯学部系への
　アプローチ
・幅広い緑地帯と里山の景観

さくら環状通り

中
央
通
り

南
通
り

Ｎ

１００ ４００２００ ３００５００ ５００ｍ

1:6000

　

　 イメージの骨格

　

　 快適な歩行者空間または広場

　　　　　　（オープンスペース・ネットワークの形成）

　 緑地

　

 交通ネットワークの形成

 歩行者系街路

 融合系街路（歩行者と自動車の共存）

 自動車幹線系

 重要な交通結節点

■イメージ骨格の形成

１．中央通り、さくら環状通り、南通りは、立地条件、

沿道建物の公共性の高さ、空間の広がりなどの観

点から、シンボルストリートとして強いイメージ

骨格をなしうる街路である。

２．さらに、千里門〜工学部中央オープンスペース〜

理工学図書館〜中央通りと、コンベンションホー

ル〜大阪大学本部棟〜中央通りのつながりは、そ

れぞれ図となる建物や場所を結ぶ重要な歩行者軸

であり、既存の広場や緑地をネットワークさせな

がら、イメージ骨格としていく必要がある。

３．シンボル要素としては、中央通り周辺のゾーンが、

キャンパスの賑わいや景観の核となる最も重要な

場所であり、リーディングプロジェクトとしての

整備が望まれる。

４．この他、千里門周辺、工学部中央広場、モノレー

ル駅周辺、犬飼池〜里山等を副次的なシンボルと

して形成・育成する必要がある。

凡例

骨
格
の
構
成

■ 吹田キャンパスの全体イメージ

１．広大で、各部局の個性が表出するキャンパス

２．近・現代的なデザイン主体のキャンパス

３．広域の緑のネットワークの一部をなすキャンパス

航空写真

ページ繰上げ、微修正
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Ｎ

１００ ４００２００ ３００５００ ５００ｍ1:6000

８
・ホスピタルパークの拡張整備
・里山再生整備
・宿泊施設（簡易ホテル、ゲストハウス）
　の整備

９
・駐車場の景観向上
・万博の緑との連続性
・キャンパスエッジの景観に配慮した
　施設計画

１３
・陸上競技場やアーチェリー場の維持・
　管理、メンテナンスの向上をはかる

１２
・敷地の段差を活かした広場を整備
（イベント広場等）

１０
・並木の後背地の植裁整備をはかる
・付属施設や設備機器などは、メインス
　トリートの景観に配慮した整備を行う

１１
・メインストリートに対して開かれた
　オープンスペースとして整備する

１４
・クラブハウス等の整備
（運動系、文化系、ボランティア活動等）
・交流空間としてのオープンスペース
　整備

１５
・万博へのアプローチを兼ねた遊歩道の
　整備

１６
・求心性の高い建築デザイン
・福利厚生施設の整備
・福利厚生施設に面した広場の整備
・周辺オープンスペースの一体的な
　整備

１７
・駐車場の景観向上
・エッジの緑との連続性

２
・顔としてのゲート性を創出する
・歩行者アプローチを魅力あるものにする
・丘陵を活かした景観整備
・調整池の改修・修景
・景観に配慮した駐輪場の整備

６
・駐車場を移設し、シンボル広場として
　整備する
・コンビニやカフェを誘致してアメニテ
　ィを高める
・モニュメントの設置

５
・散策路を拡張してアクセシビリティを高める
・平地にポケットパークを整備する
・遊水池および周辺の景観を整備する

３
・福利厚生施設を建て替え、外部に開かれたオープン
　な空間づくりを行う
・歩行者専用路を一体的に整備する

７
・車庫と周辺の駐車場を移設し、大阪大学
　本部棟の北側と南側の一体化をはかる

１８
・空地の幅一杯を使った遊歩道を整備１

・工学部へのアプローチに配慮した施設整備
・施設整備時にあわせて周辺環境も整備する １９

・レクリエーション施設としてのグラン
  ドを保全

４
・理工学図書館と工学Ｕ１Ｅ（GSE高層）棟に挟まれたオープン
　スペース帯は、植裁を減らし人が集う広場として整備する
・工学Ｕ１Ｅ（GSE高層）棟の大階段から理工学図書館のアプ
　ローチまで一体的な景観を創出する

計画条件

　

　 オープンスペース（広場・緑地等）の

 再編・整備　

 建物計画を考えうる場所

 街路・広場等による空間の連結・

 アクセシビリティの強化

凡例

１．空間の骨格イメージを基に良いところを伸ばす計画と

する。

２．屋外平面駐車場の一部を立体駐車場に移行し、跡地を

広場・緑地等のオープンスペースに転用していく。

３．保全緑地、保全空地を定義する。

４．周辺地域の景観に配慮したキャンパスエッジの整備を

行う。千里門周辺は来訪者を受け入れる大学の顔とし

てリニューアルを進める。万博公園側は、公園へのア

クセシビリティを高める整備を行う。

＊．吹田キャンパスは、外部空間再編の余地が比較的多く

残されていることから、道路、歩道、広場、保全緑地

等の配置計画は、空間の連結の方向性や再編の場所の

指定など、空間構造の全体的な枠組みを提示する（凡

例参照）。

今後の重要な検討項目

A．宿泊施設の規模設定・整備場所の検討

B．モノレール周辺地区の整備

　　調整池の人工地盤整備、宿泊等福利厚生施設の整備、

キャンパスエッジとしての景観形成

C．キャンパスコア（大阪大学本部棟・バスロータリー）

に整備すべき施設の検討

　　宿泊施設、コミュニケーション棟、カフェ、レストラ

ン等

ページ繰上げ、微修正

立体駐車場を消去
旧ディベロップメントプランの扱い変更


